
２０２２年度共通テスト　数学Ⅱ数学

第５問

　　図を描いて考えるが，座標を設定しておくと，状況が明確になったり計算が楽なこともある。

　中心を原点にし，，としてみる。記述，計算の便宜のため，，，…，

　，…のように略記する。を中心とする半径の円周上に，，，があるから











  










 



＞

＜



 

　　　      

　･   



から





　の座標は



，また から，

　直線上の点はに関しての側にあるとき＞，

　反対側にあるとき＜である。
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　別解　となるのはが軸上にくるときで，このとき
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　　  はを：に内分する点だから，求めるの値は　
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　参考　

　　　直線，の交点をとする。
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　　において：：：：

　　と相似な三角形は多数ある。
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　　相似比から
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　　，の交点を  とし，  ：  ：とすると
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　　に直線が交わるとして，メネラウスの定理を用いてると
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